
          一般社団法人 日本自動車車体工業会 

             ト レ ー ラ 部 会 

トレーラ 
定期点検 
整備の手引き 







































４．「長期使用過程車の劣化及び損傷」についての点検整備項目

　初度登録から10年が経過したトレーラは10年目以降、次の点検を実施します。

　(1)車軸のスピンドル部外径及びハブの摩耗量の計測

「長期使用過程車の劣化及び損傷」についての点検整備項目

◇△印：シビアコンディション項目に該当する使用開始から5年以上経過した被牽引自動車の場合
　　　　に点検する項目
□印：使用開始から10年以上経過した被牽引自動車の場合に点検する項目

　(2)車枠及び車体の錆や腐食状態をチェック
　・別途、定めるトレーラ部会の点検リストにより行う。
　・安全を確保するため、点検は、トレーラメーカーが指定する整備工場等で実施することを
　　お勧めします。

５．用　語

　本書の主な用語の意味は、、次のとおりである。

　　点　検：部品の摩耗、損傷、破損及び各装置の機能などについて調べたり、測定する作業を
　　　　　　いう。
　　遊　び：各機構の連結部又は接触部には潤滑、その他の目的のために適正なクリアランスが
　　　　　　必要である。したがって、製作当初からあらかじめ必要量が与えられてい
　　　　　　る。この機能上障害とならない。この限度までを「遊び」という。
　　が　た：「遊び」の限度を超えてクリアランスが増大したものをいう。
　　へたり：ばねなどの衰損具合をいうが、目視または計測により良否を判断する。
　　劣　化：ゴム、プラスチック製品などで、当初の柔軟性が失われ、もろくなり破損しやすい
　　　　　　状態をいう。

 走行距離の30％以上が次の条件に該当する場合

　・運転者が体に衝撃（突き上げ感）を感じる荒れた路面

　・車体が左右に振られる荒れた路面

 事業用自動車

　・10,000km以上／1ヶ月、走行する場合

 走行距離の30％以上が次の条件に該当する場合

　・登り下りの走行が多く、ブレーキの使用回数が多い場合

　・車体が左右に振られる多い場合

走行距離が多い

悪路
（凸凹路､砂利道、雪道、
  未舗装道路など）

山道、登り降りの頻繁な
走行

牽引自動車の駐車ブレー
キの多用

　・渋滞、荷役待ち等で駐停車の回数が多く、牽引自動車の
    駐車ブレーキを多用（20回／日前後）する場合

点　検　内　容

1
月
ご
と

3
月
ご
と

1
2
月
ご
と

駐車ﾌﾞﾚｰｷ機構 引きしろ ◇ ● ●

ﾎｰｽ及びﾊﾟｲﾌﾟ 漏れ、損傷及び取付状態 ◇ ● ●

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾁｬﾝﾊﾞ ﾛｯﾄﾞのｽﾄﾛｰｸ ◇ ● ●

ﾄﾞﾗﾑとﾗｲﾆﾝｸﾞとのすき間 ◇ ● ●

ｼｭｰの摺動部分及びﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗 ◇ ★ ★

ﾃﾞｨｽｸとﾊﾟｯﾄﾞとのすき間 ◇ ★ ★

ﾊﾟｯﾄﾞの摩耗 ◇ ★ ★

ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ｽﾗｯｸ･ｱ
ｼﾞｬｽﾀ

機能 ◇ ○ ○ 自動調整式車のみ

ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄ及びﾎｲｰﾙ･ﾎﾞﾙﾄの緩み ◇ ● ●

ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの損傷 ◇ ● ●

ﾍﾞﾛｰｽﾞの損傷 ◇ ★ ★

ﾄﾚｰﾘﾝｸﾞ･ｱｰﾑの損傷 ◇ ○ ○

車軸自動昇降装置 ﾍﾞﾛｰｽﾞまたはﾁｬﾝﾊﾞの損傷 ◇ ○ ○ 取付車のみ

その他 ｼｬｼ各部の給油脂状態 ◇ ● ●

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ

緩
衝
装
置

●

ﾎｲｰﾙ
ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄ及びﾎｲｰﾙ･ﾎﾞﾙﾄの損傷

点　　検　　項　　目
点検時期

備　　考

被牽引自動車

点　検　箇　所

●
車両総重量8ﾄﾝ以上
の被牽引自動車の
み

ﾘﾑ、ｻｲﾄﾞ･ﾘﾝｸﾞ及びﾃﾞｨｽｸ･ﾎｲｰﾙの
損傷

◇

ﾄﾞﾗﾑ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

制
動
装
置

連結状態

走
行
装
置

◇

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾄﾞﾗﾑ
及びﾌﾞﾚｰｷ･ｼｭｰ

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾃﾞｨｽｸ及び
ﾊﾟｯﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

○

点　検　内　容

1
月
ご
と

3
月
ご
と

1
2
月
ご
と

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾁｬﾝﾊﾞ 機能 ◇ ● 連結状態

ﾌﾞﾚｰｷ･ｶﾑ 摩耗 ◇ ●

ﾌﾞﾚｰｷ･ｶﾑ･ｼｬﾌﾄ 摩耗及び損傷 ◇ ○

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾄﾞﾗﾑ
及びﾌﾞﾚｰｷ･ｼｭｰ

ﾄﾞﾗﾑの摩耗及び損傷 ◇ ●

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾃﾞｨｽｸ及び
ﾊﾟｯﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸの摩耗及び損傷 ◇ ● ﾃﾞｨｽｸ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

走
行

装
置

ﾎｲｰﾙ ﾎｲｰﾙ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのがた ◇ ●

制
動
装
置

点検時期

備　　考

制
動
装
置

点　　検　　項　　目
被牽引自動車

点　検　箇　所

点　検　内　容

1
月
ご
と

3
月
ご
と

1
2
月
ご
と

ｱｸｽﾙ ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙの摩耗
◇△
又は
□

ﾎｲｰﾙ ﾊﾌﾞの摩耗
◇△
又は
□

備　　考

被牽引自動車

点　検　箇　所

点　　検　　項　　目
点検時期

１８ 

点検箇所 点検内容 3月ごと 12月ごと

スピンドルの亀裂及び損傷 ― △

スピンドルの摩耗 ― ◇△又は□

△

（ＧＶＷ≧8トン）

ハブの亀裂、損傷及び変形 ― △

ハブの摩耗 ― ◇△又は□

車枠及び車体 錆腐食状態 ― □

アクスル

ホイール

ホイール・ナット及びホイール・ボルトの損傷 ―

点　検　項　目 点検時期



トレーラ点検の実施方法
【定期点検整備記録簿の項目順に記載してあります】



はさみページ 



制動装置 

3月 法定点検

12月 法定点検

点検箇所

ブレーキの効き具合

点検整備時期 点検の分類

ブレーキ・ペダル

点検内容 点検方法
走行点検・測定点検

 

 

【連結状態】 

 

１．乾燥した路面を走行してブレーキ・ペダルを踏み込んだとき、踏力に応じた制動力が得られ、進行方 

向にまっすぐに止まることができるかを点検する。 

 

２．ブレーキ・テスタで点検する場合は、左右前後輪の制動力の総和及び左右差が規定値にあるかを点検 

する。 

  

※ 制動力の和は検査時車両状態の軸重の 50％以上あること。 

※ 制動力の左右差は検査時車両状態の軸重の 8％以下であること。 

 

 

２１ 



制動装置 
1月*1 メーカー指定

3月 法定点検

12月 法定点検

引きしろ

点検の分類

駐車ブレーキ機構

測定点検
点検内容 点検方法

点検箇所 点検整備時期

 
＊１：シビアコンディション項目 

 
１．操作ハンドルを回して規定の力で一杯まで締めたとき、引きしるが規定の範囲にあるかを点検する。

また、開放時にワイヤのたるみなどが走行に支障ない状態にあるかを点検する。 
 

 

 

２２ 



制動装置 

3月 法定点検

12月 法定点検

点検内容 点検方法

ブレーキの効き具合

点検箇所 点検整備時期 点検の分類

駐車ブレーキ機構

測定点検
 

 

１．乾燥した急坂（5分の 1（20％）勾配）の路面で、停止状態が保持できるかを点検する。 

 

２．ブレーキ・テスタで制動力が規定値以上あるかを点検する。 

 

※ 制動力の総和は検査時車両状態の重量の 20％以上あること。 

 

２３ 


























































































































































































































